
大規模地震災害に備えた都市防災の推進（防災・安全）
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長野県　松本市

社会資本総合整備計画(防災・安全)
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一体的に実施することにより期待される効果

宅地耐震化推進事業

交付対象

大規模盛土造成地変動予測調査

(978.47km
2
)
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百万円

（H29末）

0% - 100%・大規模盛土造成地マップ公表率

別紙5-2

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）
計画の名称 重点計画の該当

計画の目標

　今後発生が予想される大地震時の地盤変動が要因となって、宅地の地すべり被害が生ずるおそれのある大規模盛土造成地の有無を把握して公表を行い、将来的には滑動崩落の危険性が高い箇所について二次スクリーニングを実施し
て安全性の確認を行うことで、住民の地域の防災に対する意識を高め、災害に備えたまちづくりの実現を図るもの。

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

平成29年度　～　平成29年度　（1年間）

大規模地震災害に備えた都市防災の推進（防災・安全）

計画の期間

・松本市内で活動崩落の可能性がある大規模盛土造成地の位置及び規模を掌握し、マップ作成によって結果の公表と住民の滑動崩落被害に関する理解の向上を図る。

平成29年5月24日

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
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参考図面（防災・安全交付金事業） 別紙5-2

計画の名称
計画の期間 交付対象

大規模地震災害に備えた都市防災の推進（防災・安全）
平成29年度　～　平成29年度　（1年間） 松本市

A-1

宅地耐震化推進事業

大規模盛土造成地変動予測調査

(978.47km2)

松本市


